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寒い季節ですが、密閉空間の換気を意識しましょう!

出典：「冬場における「換気の悪い密閉空間」を改善するための換気の方法」 厚生労働省ホームページ

外気温が低いときには、「換気の悪い密閉空間」を改善するための換気と室
温の低下による健康影響の防止を両立するため、以下の点に留意してください。

推奨される換気の方法

① 窓の開放による方法

② 機械換気（空調機・送排風機）による方法

厚生労働省が新型コロナウイルス感染症のリスク要因の一つである「密閉」
を避けるために推奨している基準について、ご紹介いたします。

☑ 居室内の温度及び湿度を18℃以上かつ40％以上に維持できる範囲内で、暖
房器具を使用しながら、一方向の窓を少しだけ開けて常時換気する。
加湿器の併用も有効である。

☑ 居室内の温度及び湿度を18℃以上かつ40％以上に維持しようとすると窓を
十分に開けられない場合は、窓からの換気と併せて、空気清浄機を併用する。
空気清浄機は、HEPA（高性能）フィルターによる濾過式で、かつ風量が
5㎥/分程度以上のものを選択する。これにより空気中のエアロゾルを含む微
粒子を捕集できる。

☑ 空調機により、居室内の温度及び湿度を18℃以上かつ40％以上に維持する。

☑ 送排風機による外気の取入れと排出によって、必要換気量を確保する。
※必要換気量を満たしているかどうかの目安として、二酸化炭素濃度測定器
を使用して、居室内の二酸化炭素濃度が1000ppmを超えていないことを
確認する方法がある。

換気による「密閉」を避ける措置だけでなく、「密集」した空間や「密接」
な接触を回避する措置も併せて実行していく必要があります。

Ｒ＆Ｈ Responsive & Heartful Technology.
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